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研 究
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はじめに
丹波地区は兵庫県下でも有数の高齢化社会の一つであ
る。 この事が原因になっているのか氷上郡の死因は全国
及び兵庫県の死因の順序と異な り、心血管系疾患が死亡
原因の上位を占めている。更に虚血性心疾患による死亡
数は1年 間で37～40人で、氷上郡の人 口が約7.5万人で
あるか らほぼ全国平均 に相当す る。また老人に多い骨粗
しょう症 もしば しば認められる。氷上地区の特徴 として
は、農 業、林業 が主体 で あ るに も拘 らず 、虚 血性心疾 患
死が多 い ことで あろ う。現在 まで数 々の疫学 的調査 がな
され 、RiskFactorが報 告 され て い るが 、それ らによ る
と、都市地 区に虚血性 心疾患 が多 く農 村地 区ではむ しろ
脳血 管障 害が 多 いと され てい る。RiskFactorの代表 と
して 、高Cholestero1血症 、高血 圧 、喫 煙 の習慣 があ げ
られて い るが近 年Ca代 謝 と動脈 硬 化 の関連 も注 目され
てい る。そ こで 当地区でのRiskFactor、およびCa,Mg,
郡.県.国 十 大 死 因 比 較 (59年)
1
順位
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氷 上 郡 兵 庫 県 全 国
死 因 % 死 因 % 死 因 0
1 脳 血 管 疾 患 25.T悪 性 新 生 物 25.2悪 性 新 生 物 24.6
2 心 疾 患 25.5心 疾 患 {a.9脳 血 管 疾 患 18.91
3 悪 性 新 生 物 19.0脳 血 管 疾 患 rt6.4 i8.4
4 老 衰 5.8老 衰 5.1 肺炎及び気管支炎 8.1
5
1
肺炎及び気管支炎 5.3肺炎及び気管支炎 5,p 不慮の事故及び有害作用 3.9
6 不慮の事故及び有害作用 3.4 不慮の事故及び有害作用 3.B 老 衰 3.9
7 自 殺 1.9 自 殺 3.0 自 殺 3.3
8
腎炎ネフローゼ症候群
及び ネ フ ロ ー ゼ
1.5慢性肝疾患及び肝硬変 t.9 慢性肝疾患及び肝硬変 2.3
9
一
慢性肝疾患及び肝硬変 1.1腎炎ネフローゼ症候群及び ネ フ ロ ー ゼ 2.0 高 血 圧 性 疾 患 1.8
10 肺 気 腫 o.a高 血 圧 性 疾 患 1.6 腎炎 ネフローゼ症候群及び ネ フ ロ ー ゼ 1,7一一一一
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Pを再調査す ることにより、現在 日本で問題になってい
る正脂血血症での動脈硬化並びに骨粗 しょう症の発症原
因の手がか りを得 るべ く住民検診を行った。
表1対 象(柏 原 町 健 診)
年 齢40代50代60代70以 上 合 計
C44.5±2.6)C54.6±2.8)C63.9±2a6)C74.4±3.8)
男
女
合計
1
37
39
76
34
..
100
43
33
76
5
4
9
119
142
261
(昭和61年11月4、5、6日 施 行)
表2問 診 表
現 病 歴
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
2)既 往 歴
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
表3嗜 好品調査
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
ほとんど
吸わない
196
タバコ 男63
女133
飲む1-2合3合 以上
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? 63
58
5
27
25
2
?
?
?
?
?
?
吸う0-1920本 以上
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
普通
154
55
..
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
よくとる
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
対 象お よび方法
昭和62年11月4、5、6、 の3日 間氷上 郡柏原 町 にお
いて成 人病検診(40歳 以上)を 行 った。
町で 行われ る成 人病検診 に我 々の調査項 目を追加 し、
この うち腰椎 写真 の必要性 か ら、 胃癌検診 を受 けた人 を
対象 に した。
検査 項 目は 、問 診、身 体計測 、検尿 、血圧(異 常 者は
5分後 再測定 し、低い値 を採用 した)、 眼底 、心電 図、
胸部X線 写 真、末梢検血 、血糖、肝機能 、腎機能、脂質 、
電解質 、尿中電解質 を調査、測定 した。
AtherogenicIndex(AI)_(TC‐HDL-C)一(HDL-C)
LDL-C=TC-HDL-C-TG÷5(但 しTG〈400)
にて算出 した。
また骨粗 しょ う症 の 分類 はL-1を中心 に して撮 影 した
腰椎 側面 写真 を慈恵大 分類 にて行 った。 高血圧 の分 類は
最低 血圧 を用 い、89mmHg以下 、90～104mmHg、105m
mHg以 上 の3群 に分類 した。 有意 差検 定 はStudent-T
Testを使 った。
結 果
対象 の背景:対 象 は受診 者618人中、表 に示 す ご と く、
総 数261人で 、年齢 及 び性別 分布 は70歳以 上 を除 いて ほ
ぼ均等 であ った。 問診表 か らの集 計 に よる現病歴 、既往
歴 の上位10疾患群 をみ る と、高 血圧 が圧 倒的 に多 く、次
いで消化 器疾 患で あ った。死因 か らの 予想 され る心疾 患
は意 外に少 な く、呼吸器疾 患 、糖 尿病 な どの慢 性疾患 が
多 く認 め られた。
嗜好 品 について み ると、 アル コール類を飲 む と答 えた
人は 、約20%を 占めて いた。
タバ コは約25%の 人が吸 い、20本以上吸 う人は喫煙 者
の約50%で あ った。
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塩分については、ほとんど取 らないと答えた人は、約
20%で残 りの80%の人は取ると答えてい る。取ると答え
た人の25%はよく取 ると答えているが、その程度に関 し
ては今年度行 う予定の栄養調査を待たねば明確には出来
ない。
甘味については、約70%の人が取ると答えているが、
この程度 も明確には出来ない。
検査成績 二
心電図異常:心 電図を撮 った人は153人あ った。その
うち異常と判定 された人は、32人約20%であった。高電
位の人は、11人、ST異常の人は8人 で、いわゆ る心肥
大が大部分を占めていると思われた。
眼底検査:検 査 を施行 しxた145人中、29人に異常が
認め られた。 しか し、KEITHWAGNER分類では、II
度 までで高度な変化を認め るものはいなかった。
心胸比:50%以下の人は約70%で、55%以上の明 らか
な心拡大を認めた人は14人7%であ った。
比体重:Broca指数による±10%以内の正常者は、150
人57.5%で約半数以上であ り、+20%を越える肥満者は
54人21%であった。
生化学的検査:
A)血 清脂質:
ユ)Cholesterol:血
滴〔;holesterol(Chol)
は 、 平均210.・i/
認で 、女子 は男子 に
比 べわ ずか なが ら有
意 に高値 を示 した 。
年代 別 に見 る と、50
代 か ら200mq/認を越
え、50、60代では 、
女子 が男 子 よ り高値
を示 した 。 な お250
mg,/dQをこえた人は、
39人あ った。
2}LDL-Chol:Chol
と同様な傾向を示 し、
50代よ り増加傾 向を
示 し、 男女間 で は、
女子 が 男子 に比 べ有
意 に高値 を示 した。
3)HDL-Chol全 例
の平均 は 、60.45mg/
d2であ った。各年 代
間 で は一定 の傾 向は
示 さなか ったが、40、
60代で は女 性が男 性
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表5主 な検査成績(全 症例)
Total(n=261)
210.6-1-39.3
128.30±36.53
60.45±15.5'
ll1・89±73.07
2.69-1.10
5.28± 1,54,f
male(n=119)
200.19±39.22
120.02±36。28
55.27±14.38
130.66±96.55
2.83±1.14
5.25±1.72
93.37±12.2695.44±12.67
7.86±0.567.78-
5.84±1`965。99±
0.76±0.980.95-1-
14.79±4.2014.98-
4.54±1.285.32±
9.Q3}0.34
2.33±0.54
4.070.92
3.5310.45
U-Ca/Creato.13±0.23
U-MglCreatO.11±0.71
U-Ca/Mg3.498.05
U-Na/K2.47±Z.12
R3C
Ht
Hb
4?3.89±fi.32
44.58±0.32
14.390.12
(*ニ,P《0.05
0。47
2.12
1.43
3.33
i.22
9.06±0.35
2.39±0.58
4,02±0.96
3.27±0.4a
0.09±0.07
0.04±o.a3
3.12±6.39
a:so±i.as
500.74±38.41
46.9±3.5
15.63}1.15
*‡=Pく0.01
54
Kw-1】1
0
5
3
2
KV-IY
Q
fe臨a■e(r1=142)
219.18±37.41**
135.17±35.41##
64.38±15.29**
96?03±39.10**
2.57±1.06
5.29± °1.38
91.70±11.73零
?.91±0.6U
x.72±1.83
4.61}0.11
14.62±4.35
3.924.98
**
纏
9.01±O.34
2.30±0.51
4.11±0.88
3.75±0,42**
0.17±0.31
0.1S±x.97
3.80±9.23
2.35fO.98
451.36±32.83
40.16±3.16
13.35±1.17
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138.8-}29.5
5$.7±14.6
*56;:蓋圭1315:24
112.6±59.4
118.7±73.9
103.8±31.0
2。6±0.9
2.6-x-0.9
2.7±Q.9
5.4±1.5
5.7±1.8
5.2±1.1
230・3±31・5
223・0±41.7
238●7±12.6
149.2-4R.4
15.0±50.7
148.6-30.4
60.9±20.1
51.6± 盈6.4
72.5}19.9
97.4±26.7
105.0±34.8
88.0-8.4
3.2±1.7
3.8±L9
2.5±1.3
$.0}0.8
6.1-!-0.
5.8{'1.0
B-5ug 91.$1-}9.55
94.33±10.32*
89.09±8.2嘆
92.16±13.8
95.43}15.05
90.68± 正2、98
96.46f12.66
96.56±13.09
96.33±!2.28
94.44±7.16
96.GO±8.26
91.75-5.23
S・Prod
ALPase
Crest
BUN
UA
7.86±0.47
7.マ6±0.49
7.90圭0.45
5.37-2.39
H.23±2.95‡ 零
x.56}1.29
0.71±0.監8
0.84-4.15**
0.59-±'0.11
13.67±9.55
14.14-}2.71
13.21ゴ:3.58
4.36±1.32
5.27±1.11**
3.57-1-Q.92
7.84-0.65
7.75±0.48
7.89±0.72
6.11±1.89
6.15-1.79
6.09-1.95
0.81±1・57
1.21-!-2.67
0.60-0.1
15.22-}4.60
15.26±3.40
15.20-x-5.13
4.45-±'1.23
5.32-1.45*零
4。Ol±0.81
?.ss±fl.47
7響81±0。45
7.92±0.5
5.88±1.56
5,54*1.42*
6.32-}1.65
0.761-0.17
0.84±0.16**
0.fi5-±'0.11
15.09±3.51
15.21±3.71
14.94}3.29
4●78±1●35
5.34-1.11零*
4.06±1.3
7.97±0.57
$.0-}Q.57
7.931-0.67
6.541.2
7.iO±1.34
5.851-fl.54
0.83±0.23
*8:器圭8:乙巷
15.89-2.09
17.40-2.61
is.25#1.2S
4.96±1.2
5.44±1.43
4.40±0.54
.S-Ca
S-Mg
S-Ca/Mg
S・P
9.02-0.32
9.09±0.31零
8.95±0.32
2.41±0.56
2.50±0.57
2.32-0.57
3.94±4.9t
3.8310.S
4.05-}0.91
3.a9#0.51
3.26±0.46
3・70±0,46
9.04±0.35
9.06{0.35
9.03±0●35
2.26±0.45
2.20-0.44
2.29.0.45
4.15±0.79
4.2$±0.86
4.09±0.75
3.63±0.48
3.29±0.41
3.80x-0.41
9.01圭0.36
9.00±0.38
9.03fO.35
2.32*0.61
2.38士0.66
2.25±0.59
4.15±1.07
4.04-x.06
農 ●29土1.09
3.46±0,44
3.26±O.36
3●72±0.4
9.17±0.36
9.24-0.34
9.08±0。41
2g了6±0・54
2.88±O.73
2.50-x-4.12
3・43±0・64
3.38}0.87
3.50-}0.26
3.39±0.38
3●26±0.44
3.35±x.24
U-Ca/Cr
U-MS!Cr
U-Ca/Mg
0.09±0.45
0.09±0.07
0.as±o.04
0.os±a.os
O●04±0・02零
0.07±0.09
2.63±5.21
3.39±7.13
1989±1.9
0.lfi±0.31
0.09{-4.07
0.19±0.37
0.47±0.12
0.04±0.07零
0.09±0.14
4・51ヨ:11.24
3.60±8.01
4.98±12.62
0.14-Q.24
0.08±Q.07##
x.23±4.34
0.20:F1・30
0・04±0●03
0.40±1・97
3.07-x-5.10
2.42±4.12
3.91-}6.1
0。07士0●04
0.05±0.03
0.14±0.03
0。05±0。02
0.03±g.01**
0.07}0.01
2.83{3.7
4.26-±-5-.14
1.4+D±x.33
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表6(つ づ き)
U-Na/K2.42±1●07
2.69-1.18零
2.16±0.9
..
Hb
腿t
2.56-}1.23
2.$1±1.55
2.44±1.03
2.45±1・03
2.46±1。06
2.42-}i.01
483.7±39.3470.1±43。3468.8±43.1
509.4±31.4508.5±35.0486.5-41.2**##$$
46x.0±29.745Q.3±32.7445.7±34.1
14・25±250114・35±1`4714?51±1.37
料{;二崔1二 謄*}1:罎1留 舛;:33-1-°45±1:9904
42.91-*5.5543.06±4.4743.59{-4.07
零*ll:4°
79≡1:869$*X4740:器圭1:3249*零ll:ll圭1:°sss
1.$±0.74
x.52±1,02
2.08±0.16
471。5±62.4
505.2`1-56.3
429.5-*43.7
14.71t1.81
#1 .78±1.5 13
.38±1.02
44.3-±5.41
47.6-4.45*
40.15-}x.21
ホ ごPく0.05
表7最 低血圧 による分類(例 数)
血圧ノ年代
..
M
F
90～104
M
F
105
M
F
合計
M
F
40代50代60代70以 上 合計
59
26
33
1?
11
s
?
?
?
76
3?
39
?147?
17233
54244
26
15
11
3
?
?
zoo
34
66
よ り有意に高値 を示 した。
292
202
90
0
?
?
0
?
?
?6.9
43b
334
4)TG:各 年代間では、ほぼ同 じレ
ベルを示 し40代では、男性が高値 を
示 し、以後は男女間には差が認めら
れなか った。
5)AI:全 例の平均は2.69で男女間
には差が認めなかった。年代別に見
ると、40代では男性が女性より有意
に高値を示 した。
6)Leo:全例の平均は、5,28nmol/
m1で、男女聞 には差が認め られな
かった。年代別に見ると年が進むに
つれ高値をとる傾向が認められた。
男女間には差はみとめられなかった。
B)血 糖:全 例の平均は93.37解g〃2で
男子は女子に比べ高値 を示 した。 しか
しこれを年代別にみると、40代のみで、
以後は男女間に差はみ とめられなか っ
184
ss
125
74
48
26
3
?
?
261
119
142
*零 留Pく0・01
た。
C)ALPase:全 例 で み ると、男女 間 には差 が認 め ら
れ なか ったが、年代 別 にみ る と、40代では男性 が女性
よ り高 く、60代にな ると、逆 に女性が 男性 よ り高値を
示 した。
D)腎 機能:
1)血 清Creatinin(Cr):全例 の平均 は、0.76my/aeで
表8年 代別最低血圧による分類(血 圧値)
40代
～89男121 .1±13.6
78.8-}一?.9
女116.2±10.3
マ6.3:ヒ5.3
90～11t男132.9±8.0
91.1.1.9
女143.0±19.5
92.3-5.7
105 男
女
男124.8±t3.4
82.5-}8.8
女120.4±15.3
78.8士7.9
50代
124.$fX3.4
7$.0±5.7
ia4.s±13曹6
77.3-5.8
150,0-}9,6
94.3±4.3
154.4±$.S
94.9f5.3
196.Qf33.9
111.0±1.4
160.0±0
110.Q±O
F37.4±31.4
87.1± 正1.1
130.1±17.4
80.8±9●4
60代
126.4±15.2
77.6±6.1
128.3±10.8
79.8±4.6
152.4-}15.6
94.3-!-5.2
150.2}19.7
93.3±S.1
138.6±20.t
85.4±10.1
i34.3±16.7
83.5-!-7.7
70～
144,0±26.2
80.0±0
135.0-11.9
?6,5±5.5
135.a±7.1
90.0±0
140.4±19.5
84.0±5.5
135.0.11,9
76.5±5.5
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男女
血圧
平均年 齢
Chol
L肌 。
NDL.
TG
Al
しPO.
S-Prot
S-Ca
S-MS
Ca/門9
S-P
AlPase
Creat
8UN
UA
U-Ca/fir
U-Mg/Cr
CalMg
NalK
血 糖
赤 血 球
Ht
Hb
合計
表9最 低血圧による分類(検 査値)
～89
N=Z84
54.618.9
90^-104
N=74
56.3-8.1
210.1±39.3211.0±39.7
127,5±36.8130.3t35.6
61。8士15.2*57.3±14.1
108.3±73.5118・8±71.6
2.59±1.01*2・89±1.17
'5
.15{-1.36#5.fi2±1.9
7.8t9.57.9}
9.03±O.359.03±
2。35±O.532.3i±
4.03±0.8?4.141
3.59±O.48**3.38±
5.78±2.145.91±
0568±0.17零0。96±
14.9±4.214.5±
4●4±1,2**4.9±
0.41±0.27
0.13±0.$5
3.08f6.67
2.44±1.12
0.7
0.33
0.57
f.01
0,43
工.45
1.$2
3.2
1.4
0.11±0.13
0.05±0.04
4.54±10.83
2.52±1.15
91.2±10.6299.27}14.21
46$.4±41.2#485.0±44.5
42.5±4.4**44.9±5.O
l4.14±1.53**14.96±1.71
(*;Fく0.05**=P《
§=P《0.05～89VERS
40代
表io一骨異常 頻度
2
(5.4工)
37
kQ
(as.sz)
39
12
(15.sx)
76
50代
7
caosx)
34
24
(36.40
ss
31
100
(3tX}
60代
1了
43
70代
2
(39.5X)(40X)
5
32a
(66,7竃)(75:>
433
39
7$
台計
???
??
〜
?
?
?
?
?
?
??
?
?
214.3±45.8
130・1士57.1
53.3{30.0
154.3±97.5
4.07±2.8§
4.2T±0.68
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Q.08t4.03
0.03tO.01
2.6611.44
2.69±0.77
82.67±5・51
522.7}55.1
47.1±2.8
0.Ol～89VERS90～104)
105'`'114
zs
(23.5竃)
119
59
(41.5X)
142
587
(51.35)C55.6X}(33.7X)
926且
男女間には、有意の差
で男子に高値を認めた。
各年代別 にみても、い
ずれにおいても男性が
高値を示 した。
2)BUN:全 例の平 均
は14.79mg/d2で男女間
には差は認めなかった。
また年代別でも差は認
め られなかった。
3)UA:全 例 の尿酸の
平均は4.54堪g/認で男
女間 に差を認めた。男
性の値は女性より高く、
年代別にみても同様で
あった。
E)血 清電解質:
1)血 清Ca:全例 の平
均値 は9.03㎎/薦で、
男女間には差が認め ら
れなかったが、年代別
にみると40代では男性
のほうが女性より高 く、
50代からは男女間に差
はみとめ られなかった。
2)血 清Mg:全 例の平
均値 は2.33mg/磁で、
男女間には差は認めら
れなかった。また年代
別でみて も差は認めら
れ なか った。
3)血 清Ca/Mg:全 例 の平均値 は4.07で男女間 にも、
年代 別 にみて も差 は認 め られ なか った。
4)血 清P:全 例 の平 均 は3.53mg/dBで、男女 間 には
差 が認 め られ た。 年代別 にみ て も、各年 代で女性 の
ほ うが高 い傾 向を示 した。
F)尿 中電解 質:
1)Ca/Cr;全 例 の 平均 は0.13で男女 間 には 差は 認
め られ なか った。 しか し50代以後で は、女性 のほ う
が、男性 に比 べ高い傾 向 を示 し、60代では 、有 意の
差が認 め られ た。
2)Mg/Cr:全 例 の平均 は0.11で男女 間 には差 は認
め られなか った。 しか し年代 別でみ ると、40、50、
70代で女性の ほ うが 高値 を示 した。
3)Na/K:全 例 の平 均 は2.47で男 女 間 には 差 は な
か った。年代 別では 、40代にのみ男 性で高値 を示 し
た。
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G)血 液:
赤血 球 、ヘモ グロ ビソ、ヘ マ ト
ク リヅ トはいずれ も男性のほ うが、
女 性に 比べ て高値 を示 し、年 代別
にみて も同様 であ った。
高血 圧:
血圧 測定 は、原 則 と して座居 にて
1回 に限 り、異常 者のみ2回 測定 し
低 い ほ うを採 用 し、そ の判 定には最
低血 圧 を用 い た。 最低 血圧 が89mm
Hg以下 の人(1群 正常 群)は 、184
人70%を古 め 、そ の うち69人は男子
で115人は女 子 であ った。
90～104mmHgの人(II群 軽 症
高血圧)は 、74人28%、内48人が男
子、26人が女子で あ った。105mmH
g以上 の人(III群 高血圧)は 、3
人のみ で50代に集 中 していた。血圧
の平均値 をみ る と、収縮期血 圧 は、
加 齢 と ともに上昇 して いたが拡張期
血圧 は ほぼ一 定 して い た。
検査 値:
脂肪 値 に ついてみ ると、1群 とII
群の 間 で、HDLは1群 が 高 く、AI、
LPOは逆 にII群に て高値 を示 した。
そ の他 の項 目では 、S-Pが1群で 、
S-Cr,UAがII群で高値 を示 した。
血液 一 般検 査 で は、赤 血球 、Ht、
HbがII群で 高値 を示 した。
骨粗 し ょう症:
慈 恵大分 類 の1度 以 上 を異 常 と定
義す ると、表 に示す ごと く、261人
中87人33.7%に異常 を認 めた 。 この
内、 男子 は119人中28人23.5%に、
女子 は142人 中59人41.5%に 認 め
られ た。年 代別 にみ ると、両群 とも
加 齢 とともに増加 して いた。
検査値:
表11年 代別 骨異常有無による検査値(上 段=有(1)、下段=無(2)〉
Choし
LDL
HDL
TG
Ai
LPa
s-Ca
S-Mg
S-P
ALPase
Creat
UA
U-Ea/Cr
U'Mg/Cr
40代n=7650代N=10060代N=76
1;:245.8±2.11=3154,8±2。81=3964.3±2.4
2ニ6444.3±2.72ニ6954.4±2.82=3?63.4±2。8
190.0-±-27.8230.1-±40.8211.8十42.2
195.0±36.2220・6±38.8202.6±32.O
100.0-±-23.3146.4±42.0129.3±35.9
116.8±32.9135.0±35.2122.9±31.5
##?2.3±13.3
54.8±12.4
64.3±16.5
83.7±16.7
61.3±15.1
55.8±13.7
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
231.$±15.1
228.5±48.3
154.3±28.8
144.5±5fi.4
55.2±21.1
63.0±21.3
88.3±44.E96,8±30,7105,8±38い191.4±9.7
127.4±110噛1189.5±63.9119,0±75.6ユ05.O±40。8
*孝1●7±0●5
2.7士 亘.1
4.45-FI.2
4.8-}-1.3
8.9±0.3
9.4{-4.3
2.s±o.s
2.4±0.6
3.5fO.3
3.4±4.5
4.7±1.5
5.5±2.5
零0.6±0.1
0.7}0.2
毒3●6±0.8
4.5±L3
0.08-}0.02
0.09±0.06
0.06±0.03
4.Ofi十4.47
2.8±1.1
2.7圭1.1
5.1-1.3
5.5±1.8
9,1±0.3
9;0±0.3
2,2}0.4
2,2±0.45
3.5±0.4
3.5-0.5
6,4±2,3
5.9±1.6
2.5±0.9
2.8-0.8
5.6.1.7
5.3圭1.1
9.0±0.3
9.0-0.3
2.2±0.5
2.3±os
3.5±0.4
3.3±0.3
6.0}1_?
5。6圭1.3
O.6±0?1*零0.7±0_1
0.8十1.80.80.0
4.2t1.Q
4.5±1.3
0.12-0.05
0.18`0.37
0.07-0.05
0.0$±0.14
(*=Pく0噸05*丞=P《0401)
動脈硬化、または骨粗 しょう症 と因果関係があると推
測 され る因子につぎ、骨粗 しょう症の有無別で対比 して
みると、40代では、HDLは前者で高値 を示 しAIは後者
で高値 を示 した。 またCr,UAも後者で高値を示 した。
しか し50代以降ではいずれの項 目にも差は認められなかっ
た。男女別に分けてみ ると男性では、いずれの項 目に も
有意差は認め られなか ったが、女性では、SCa,ALPase
が骨粗 しょう症の有る群で高値を示 した。
4.6±1.3
4.9±1.3
3.3±1.2
3,2±2.4
5.8-0.7
6.2±0.9
9.0±0.3
9.30.3
2.7±0.4
2,7±0.7
3.2-0.4
3.5-0.2
5.7±fl.4
8.0±0.5
0.7±0.1
1.00.2
4.3±0.4
5.7-±-1.4
O.ユ6±0.220φ08±0の03
0.13±0.260.06±0.05
0.05±0.030.05tO.02
0.25±1.860`06±0.02
おわ りに:
近年 日本におけめる動脈硬化症は、西欧の食生活 を取
り入れたためか、増加の傾 向をたどり、その予防に、西
欧での リスクファクターの抑制が取 り入れ られている。
逆に西欧では、その予防に、日本式食生活を分析 して取
り入れ ようとしている。脂質、高血圧、喫煙の習慣、肥
満、遺伝などのいろいろな因子が絡み合 って動脈硬化が
形成 され るためか、一元論では説明 しがた く、 さらに加
一 ユユ6一
ChOし
LOL
NUし
TG
AI
LPO
S-Ca
S-Mg
S-P
表12性 別 骨粗 しょう症有無による検査値
有
男 子
無
195.5-40.5241.6±35.9
118.3±37.5120.5±6.1
55.6-*13.155.E±14,5
有
女 子
無
226.1±37.3201.6-x-3$.9
139冒6±38.513169±32.8
67.6-15.8
107・3±43.6i32.8±106.995。5±30.7
2.5±1.0
5。2:ヒ0.2
$.9±0.2
2.2±fl.6
3.1±3.3
AしPase5.6±1.4
U-Ca/CrO●09±0.08
U-MgCrO.04±0.02
2.8士L正
5.2±1.8
9.0±O.3
2.4-}Q.5
3.3±0.4
6。O±2.2
0.08-1-0.05
0.04±0.03
2.5±1.且
5.3±Q.7
62.7±14.6
96.3±94.2
2.5±1.0
5.2±1.1
9.0±O・3‡8.7±0.3
2.2tO,5
3.?±Q.3
2。3±0.5
3.70.4
6。1±0.1*5電4±1.4
O齢15±0ゆ18
0.07-}Q.04
0.18-0.37
0.23-F1.28
(*3Pく0.05)
齢の因子 も加わ り複雑多岐に亙っている。そこで、兵庫
県下でも高齢化社会の最先端をいく氷上郡におけ る成人
病検診 に加わ り、各種の観点よ り再調査 し、本症の病態
研究の手がか りをつかむべ く本計画をたてた。幸い柏原
町関連者、氷上医師会の協力を得て、今回第一回 目の調
査を行 う事がで きた。今後は、この成績に栄養面の調査
を加え6年 間の追跡調査の基礎を作 り、目的を達成 した
いと思っている。
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